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ＳＤＧｓ宣言書

　私たちは、持続可能なまちづくりに向け、下記のとおり、ＳＤＧｓの推進に墨田区とともに取り組むことを
宣言します。

企業・団体名：
代表者　役職：

＜宣言日・変更日＞

Ｕ　Ｒ　Ｌ

宣言日から３年間の成果指標
（定量的な目標）

業　種

所 在 地

事業所数（本社が提出する場
合のみ）

従業員（構成員）数 （うち外国人

ＳＤＧｓ達成に向けた特徴的
な活動

氏名：

記

・ 〇を記入していただいたＳＤＧｓ目標の達成に向け、すでに具体的に取り組んでいること、又はこれから取
り組むことをご記入ください。

事業者・団体等としての2030
年までのあるべき姿

・ 関連するＳＤＧｓの目標すべてに〇をご記入ください。（複数選択可）

温室効果ガス削減のため、当社では主な施策として「事業用車両のエコカーへの切り替え」や太陽光による「自家発電設
備の導入」に取り組んでおります。
温室効果ガスの直接排出において、大きな割合を占めているのが車両等の燃料消費による排出であるため、エコカーの導
入により大幅な温室効果ガス排出量の削減が見込まれます。
加えて、太陽光などの再生可能エネルギーへ調達電力を切り替えることで間接的に排出していた温室効果ガスの削減を進
めてまいります。

当社は気候変動対策への貢献を重要な経営課題と捉え、2050年までに
カーボンニュートラルの達成を目指しております。
その中間目標として、「2030年時点での事業活動による温室効果ガス排
出量を2022年比で45％削減」を目標に事業に取り組んでおります。

令和6年6月17日

荏原実業株式会社　東京支社
支社長
計良　卓朗

スカイツリー下の北十間川に設置されている噴水設備や、隅田公園のろ過シス
テムなど、水景設備の施工・保全を通して心地よいまちづくりに貢献していま
す。
また、水処理技術や雨水排水設備などのノウハウを活かし、大横川親水公園内
じゃぶじゃぶ池の保全や、ゲリラ豪雨などの自然災害時園路冠水被害の抑制
等、「住み続けられるまちづくり」に貢献しています。

当社では拠点および所有保養施設において使用した電気・ガス・ガソリ
ン由来のCO2排出量を集計しています。2023年時点では直接排出量と間
接排出量の合計が1,044トン-CO2となっており、2026年ではその値に対
し20％削減を目指し環境に配慮した企業活動を行います。

建設業
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